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以上よ粕 )式の招こ対応する項 [xLZ一面 xz¢LT] × Dk-1は旺 比例することになるoよ-
て(2)式よりIlkは長波長において拙 こ比例するという結論が得 られる.この結果は2流体モデ
ルに従って得 られるものと一致する｡
以上わかったことをまとめると次のようになる. oLの局所平衡-の緩和時間 Tkは k-0で
決 してミクロな大きさではなく,逆に発散するoLかしそれにもかかわらず oLはスピン波 を
記述する変数にはなり得ないOなぜならば,スピン波 を表す変数 oTの運動方程式に入 って く
























































いるO相関距離 Eの臨界指数 y(f～lT-Tcl~レ)を用いて,前述の指数 Aは A-vzと表わさ
れる｡
(1),(2)式のような2次元KIMに対して,高温展開はZ-2.0±0.054),Z-2.125±0.015,)
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固定点のまわりでirrelevantであることが示せる｡
最隣接相互作用のみの場合の臨界点はvl｡=0･30(厳密解はulc=0･27),臨界指数は1/y
=0.99(厳密解は1/y-1), Z=2.23となった｡ これらの数値は,知られている結果と良
く一致 している.
さらに高次の計算は,非局所的な項をより直接的に扱わなければならないので,非常に困難
である｡
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